
 

 

久我山小学校の小中連携 

                                 教務主任 

小中連携とは、小学校と中学校が協力し、子ど

もたちの学びや生活の連続性を保障する取り組

みです。学習内容の接続だけでなく、生活習慣や

人間関係、心の成長も含めて、子どもたちが安心

して次のステージへ進めるよう支援することが

目的です。小学校から中学校への進学は、子ども

たちにとって大きな環境の変化です。その変化を

スムーズに乗り越えられるよう、学校間の連携が

重要になります。 

たとえば、小学校で育まれる「自分の考えを伝

える力」は、中学校での「他者と協働して課題を

解決する力」へとつながります。小学校では、ま

ず個人の意見を尊重し、発表する機会が多く設け

られますが、中学校ではグループでの話し合いや

共同作業が増え、より複雑な人間関係の中で自分

の役割を果たす力が求められます。このように、

学びは段階的に深まり、広がっていくものです。 

 

 

また、学びは教室の中だけで完結するものではあり

ません。地域での生活の中にも、学びの芽はたくさん

あります。地域活動への参加は社会性や責任感を育て

ます。地域の行事で役割を果たした経験は、子どもた

ちの心の成長に大きく寄与します。 

久我山小学校では、宮前中学校の教員と定期的に情

報交換を行い、児童・生徒の様子を共有しています。

さらに、６年生が中学校へ出向いて実際に中学校の授

業を体験する「体験授業」、中学校のクラブ活動に参加

する「体験入部」なども実施しています。また、中学

校の合唱コンクール優勝クラスが本小学校の全校朝

会で合唱を披露したり、職業体験で小学校を訪れ、主

事さんの仕事を手伝ったり、小学生と一緒に遊んだり

もしています。 

こうした活動は、子どもたちにとって中学校への 

不安を和らげるだけでなく、年齢を超えたつながりを 

感じる貴重な機会となっています。 
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外で元気よくあそぼう 

厳しい残暑もようやく落ち着いてきました。６月からの校庭の工事も終わり、子どもたちは休み時間、待ちに待っ

た外遊びができるようになります。新しくなった校庭の使い方のルールを再確認し、暑い日には水分補給等の熱中症

予防も指導していきます。体を動かすのにぴったりなこの時期、気持ちよく安全に外遊びができるよう見守っていき

ます。                                         

（安心・安全委員会）                     

１０月の生活目標 

展覧会について 

今年度は本校校舎内で展覧会を行います。全学年の図画工作科と高学年の家庭科の作品を展示します。テーマ

は、『心と体でみよう 無限に広がるアートの世界へ』です。子どもたちは、意欲的に創造力・表現力豊かに

作品づくりを進めてきました。そして、一人ひとりの発想を大切にして粘り強く作品づくりに取り組んできま

した。学習の成果をじっくりとご鑑賞いただければ幸いです。 

（体験・連携委員会） 



 


